
①クリーン作戦

②栽培活動

＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

　ふるさとの自然に目を向け、その自然を守るための活動に取り組むことができました。また、
児童会の呼び掛けにより、年間を通して校舎や運動場の美化に努めることができました。

　各学年、年度当初の計画通り、ふるさとの自然を守るための活動に取り組むことができました。

報　　告　　書

　　　　・道路や海岸のごみを拾って美しい島、豊島を守る。
　　　　・各学級でツツジの世話と植物の栽培に取り組む。

学校・地域環境保全コース

土庄町立豊島小学校

豊島小学校児童会

　　豊島小学校全校児童２２名によるグループです。５・６年生１０名を中心に児童は明るく元気で、
　とてもなかよしです。自分たちの大好きな美しい豊島を守るために、一人一人が行動します。

豊かな島　豊島を守ろう！
～自分にできることからはじめよう～

４月からの７か月間、同じ校舎で学校生活を過ご

している豊島中学校の中学生と小学生が交代しな

がら水やりを続けてきました。ほんの小さな苗木

だったツツジも大きく成長しました。３月の終わりに

は、岡山大学の先生や学生、ボランティアのみな

さんと一緒に小・中学生全員で山に植樹に行きま

す。

また、５・６年生は中学生と一緒に稲作にも取り

組みました。普段食べているお米がどのように作

られているかを体験を通して学び、おいしいお米を

作るために大切な豊かな自然について学びました。

５月３０日（木）に全校生で校区内のクリーン作戦

を行いました。なかよし班ごとに３コースに分かれ、

学校から港までの道路沿いや海岸沿いのごみを

拾いました。今年は豊島を訪れる人が多い上に暖

かい日が続いたので、ペットボトルが多かったです。

また、豊島小学校では、一年を通して５・６年生を

中心に「朝カツ」（朝の自主清掃活動）に取り組ん

でいます。夏場の草抜きや玄関の床みがきなど、

児童会の呼び掛けに応じて多くの児童が自主的に

清掃をしています。


